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研究成果の概要（和文）：原子力災害医療施設では、指定経過年数が長いほど研修受講者数が多く、短いほど
「施設の常設化」の割合が高い事が明らかになった。また「原子力災害医療対応マニュアルの整備」が進んでい
るほど、「屋内での体表面汚染検査専用スペース」「放射性廃棄物の保管施設」を保有する割合が高い事が示さ
れた。従って、原子力災害医療施設としての指定経過年数が長い施設ほど人材育成が進む一方で、施設の常設割
合が低いことが今後の検討課題と考えられた。

研究成果の概要（英文）：In nuclear disaster medical facilities, the longer the designated period of 
time, the greater the number of trainees, and the shorter the period of time, the greater the 
percentage of “permanent facilities”. In addition, the more advanced the facility's “nuclear 
disaster medical response manual,” the more likely it is to have “a dedicated space for indoor 
body surface contamination inspections” and “a storage facility for radioactive waste. Therefore, 
the longer a facility has been designated as a nuclear disaster medical facility, the more progress 
has been made in human resource development, but the lower the percentage of permanent facilities, 
which is an issue for future investigation. 

研究分野：原子力災害医療
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  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
原子力災害医療施設としての指定経過年数が長い施設ほど人材育成が進む一方で、施設の常設割合が低いことが
今後の検討課題と考えられた。「マニュアル整備状況」をソフト、「施設の整備状況」をハードと仮定すれば、
ハードとソフトの整備状況には関連が推察された。従って、ソフトとハード両面のバランス良い整備を行う事
が、原子力災害への組織的な準備に重要と考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

原子力災害医療体制整備の課題として、原子力災害時の汚染傷病者の受け入れに関して、医療
従事者のコンセンサスが病院内で得られず、かつ病院側も地域住民へ汚染傷病者への対応方針
について説明責任を果たせていないことが背景として挙げられていた。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、福島第一原子力発電所事故における汚染傷病者受入の経験を踏まえ、原子力
災害時の汚染傷病者受入放射線管理も関する指針を提案する事である。 

 

 

３．研究の方法 

（1）「海外、国内における汚染傷病者受入れの現状」調査 
①海外における放射線事故の汚染傷病者受入れと法令の調査 
 韓国 2 施設、ロシア 1 施設の現地調査と、他の施設への web 調査を行い、②の調査項目策定の
参考とした。 
②国内における放射線事故の汚染傷病者受入れと法令の調査 
 上記①の結果をもとに、国内向けに WEB 調査票を用いた大規模調査を行い、結果を解析した。 
（2）「福島第一原発事故時に福島県立医科大学で受け入れた汚染傷病者の情報取りまとめ」 
（3）「医療従事者と住民の原子力災害時の汚染傷病者対応から受ける被ばく線量分布のシミュ
レーション 
（4）「全体的な結果の取りまとめと指針の提案」 

 
 
４．研究成果 
上記（1），（2）を執り行い、結果を（4）として学会発表並びに論文化した。 
原子力災害医療施設では、指定経過年数が長いほど研修受講者数が多く、短いほど「施設の常

設化」の割合が高い事が明らかになった。また「原子力災害医療対応マニュアルの整備」が進ん
でいるほど、「屋内での体表面汚染検査専用スペース」「放射性廃棄物の保管施設」を保有する割
合が高い事が示された（表 1．）。従って、原子力災害医療施設としての指定経過年数が長い施設
ほど人材育成が進む一方で、施設の常設割合が低いことが今後の検討課題と考えられた。 
原子力災害医療施設としての指定経過年数が長い施設ほど人材育成が進む一方で、施設の常

設割合が低いことが今後の検討課題と考えられた。原子力災害医療施設としての指定経過年数
が長い施設ほど人材育成が進む一方で、施設の常設割合が低いことが今後の検討課題と考えら
れた。「マニュアル整備状況」をソフト、「施設の整備状況」をハードと仮定すれば、ハードとソ
フトの整備状況には関連が推察された。従って、ソフトとハード両面のバランス良い整備を行う
事が、原子力災害への組織的な準備に重要と考えられた。 

 

 



 上記成果は The existence of permanent facilities for nuclear disaster medicine 

progresses the development of manuals regardless of the years of designation elapsed.,  

T. Ohba, K. Iyama, H. Sato, H. Yasuda and A. Hasegawa, として 2023 年 10 月に

Radioprotection 誌にアクセプトされた。現在掲載待ちである、 
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